
【取り組む際に生じた課題】
• 輸出する等階級及び時期の調整
• 極早生品種の輸出の実現
• 長引くコロナ渦の影響により新たな販路開拓が困難

【ウェブサイト】http://www.ja-arida.or.jp/

【対応の結果】
• 幅広い等階級での輸出が実現
• 極早生については、輸出する品種の検討が継続的に必要
• オンラインイベントの実施方法や実施時期について検討

地域団体商標である有田みかんの海外でのブランディング
国内での時期的需要を勘案した海外輸出による国内相場の安定
幅広い等階級の輸出の実現

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和２年度 800 29
10～12月令和元年度 831 26

平成30年度 334 11

うんしゅうみかん

【主な品目】

シンガポール、香港

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• シンガポール・香港以外の輸出対象国の選定
• 正月が明けた後での輸出の検討
• うんしゅうみかん以外の中晩柑類の輸出の検討

【生じた課題への対応】
• 現地でのサンプリング及び取引先との情報交換
• 極早生品種のサンプリングの実施
• 現地とのオンラインイベントの検討

【連絡先】 営農販売部販売企画課 中西望 ＴＥＬ：0737-53-2324

（平成28年度より輸出開始）

和歌山県 ありだ農業協同組合
『有田みかんをシンガポール・香港へ』

青果物

シンガポール
DON DON DONKIで

PRイベントを開催（令和元年）


